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１．はじめに

一般的に採血とは，患者の血管に針を刺入し静脈
血を採取する手技のことを言います。刺入時の疼
痛，針の先端への恐怖心など，患者の苦痛を伴う医
行為であり，短時間で確実な手技を身に付けること
が大切です。長く点滴ルートを血管内に留置する静
脈確保とは異なり，採血の場合は確実に１回で終了
できる表在性の太い血管を見つければよいので場所
は限定されません。個人差はありますが，指で触れ
やすい，表在性の血管がある場所は決まっているの
で，順番に探していくことが大切です。また正しい
手順，方法で行うと迅速に血管を見つけることがで
き，安全に採血を行うことができます。

２．採血部位の選択

理想的には，表在性で，弾力があり，蛇行してい
ない，１回で必要量が採取できる血管を選択しま
す。このためには，採血を行う前に駆血帯を巻き，
静脈を怒張させる必要があります。そして，採血に
適した静脈を見つけたら，いったん駆血帯を外しま
す。駆血帯はなるべく頻回使用しないこと，また１
分以上駆血しないよう注意が必要です。また，もし
採血に適した血管が複数見つかった場合は，２回目
に備え最初にどの血管を用いるかを考えます。失敗

した場合に，同側の腕から再度採血する場合は，基
本的に失敗部位より末梢側を駆血する必要がありま
す。従って，複数の候補血管の中で最初に中枢側の
血管を選択します。通常は，最初に肘関節付近の肘
正中皮静脈を探します。肘正中皮静脈が見えにくい
場合は，次に橈側皮静脈や前腕正皮静脈を探しま
す。それでも見つからない場合は，反対側の前腕に
対して同様に太い血管を探します。ここで，たいて
いの場合は採血に適した血管を見つけることができ
ますが，皮膚が硬かったり，脂肪が厚い人の場合
は，通常の部位で探しても指で静脈の弾力を振れに
くいことがあります。その場合は，皮膚や脂肪の薄
い，手背の血管や上腕の血管，あるいは足背の血管
を探します。手背や足背の場合は血管が細いため，
真空管での採血は避け，翼状針を用いるべきです。
足背は，刺入時に痛みを伴うことが多いので，最後
に選択するべきです。主な採取できる静脈とその位
置を図１に示します。また，一般的に採血を避けた
ほうがよい部位について表１にまとめます。

３．採血の手順

１）必要な器材を準備します（表２，図２）。
２）続いて採血すべき患者本人であるか確認を行
い，患者に実施目的を説明し同意を得ます。

３）真空採血管か翼状針を選択します。
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表１ 採血を避けるべき部位

•火傷などの瘢痕，ケロイドのある部位

•重症のアトピー性皮膚炎のある部位

•血腫や感染のある部位

•２回以上採血を試みた部位

•輸液が行われている部位の中枢側の血管

•透析用シャントのある腕の血管

表２ 準備するもの

•グローブ

•消毒用アルコール綿（アレルギーのある場合は塩化ベンザルコニウ
ムなどに変更する）

•駆血帯，肘枕

•危険物廃棄容器

•注射器

•２２Ｇ注射針：採血に慣れてくれば，真空採血管を用いると簡便で速
やかに処置できるが，困難と予想される場合は２３Ｇ翼状針がよい。

•検査容器（採血患者のラベルが張られているか確認）

図１ 静脈採血がよく行われる部位

図２ 必要な器材
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まず前述の方法で適切な血管を探し，その血管
がある程度太く，真空採血管を用いた採血が適切
か否かを判断します。血管が細く採血困難が予想
される場合は翼状針を選択します。

４）採血用腕枕を用意し，肘関節におき前腕を十分
に伸展させます。

５）血管を怒張させる目的で刺入部位の１０cm程度
上方に駆血帯を巻きます。駆血帯を強く巻きすぎ
ると，動脈血の流れを悪くしてかえって静脈が収
縮するので調整が必要です。また駆血後は，拇指
を手掌の中にいれ，握ったり広げたりを２～３回
繰り返します（これをクレンチングといいます）。
その際，駆血時間は１分以内とし，その間適切な
血管が見つからなかった場合はいったん開放しま
す。
※採血前にクレンチングを頻回行ったり，採血中
にクレンチングを行うと検査値に影響を与える
ことが知られており，現在ではなるべく行わな
いほうがよいとされています。また，長期間の
駆血は血液内の凝固因子の活性化を招き，測定
結果に影響が出るため注意が必要です。

６）採血のために再度駆血帯を巻き，拇指を手掌の
中に入れ拳を握ってもらいます。

７）左手で皮膚を軽く前に進展させ，血管を固定し
針を刺入します。針の刺入角度は体表から１５～２０
度くらいが良く，カット面を上に向けて行います
（図３）。針が血管内に入ると少し抵抗感が弱くな
ります。この感覚を熟知すると技能の向上を図る
ことができます。

８）注射針をやや寝かせ，針の確度をさらに浅くし
て針を２～３mm程度進めます。

９）翼状針の場合は針を固定し，採血を行います。
１０）採血終了後は，拳を楽にさせ駆血帯を外しま
す。針を抜きながら，アルコール綿で圧迫しま
す。この際，しびれや疼痛を訴えた場合は速やか
に医師の診察を受ける必要があります。

１１）採血容器に適量の血液が採取されていることを
確認したら，直ちに採血器具を危険物廃棄容器に
捨て処置を終えます。

４．血管が見えにくい場合の対応

通常の手順で血管を探し，それでも見つからない
場合はさらに下記の方法を試すと良いでしょう。
１）腕が心臓より下になるようにして，重力でうっ
血させるとより血管が見つけやすくなります。

２）４０℃前後のタオルで数分間温めると血管が拡張
して見つけやすくなります。

３）患者自身に普段どこから採血するか，あらかじ
め聞いておくことも有効です。また，患者とよく
相談し，採血部位を患者と決めて行うことも効果
的な場合があります。
※血管を怒張させるために採血部位をたたく動作
は，かえって血管を収縮させるため行ってはい
けません。また２回以上挑戦しても不成功に終
わり，次に確実に穿刺する自信がない場合は，
上級医に相談して採血者を変えることも勇気あ
る決断と言えます。採血によって患者に不信感
を与えぬよう配慮が必要なことがあります。
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東京歯科大学オーラルメディシン・口腔外科学講座
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図３ 静脈への刺入
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